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◆VCN°29 カリーム・ヴィオネ

⽣産地⽅︓ボジョレー

新着ワイン 3種類♪

AC シルーブル ヴァン・ド・カヴ2014（⾚）
カリームの看板ワインであるシルーブル︕2014 年もピュアで上品な果実味は健在︕プラス、前年よりも

ワインがミネラリーで味わいに張りがある︕開けたては⾹りが閉じていて、まだワインに硬さがみられる
が、時間が経つとともにワインに艶が出てきて、クランベリーなどの⾚い果実の⾹りがどんどん開いてく
る︕個⼈的には開けたてよりも、翌⽇の⽅がさらに美味しさが増す感じがしたのだが、それはカリームも
同意⾒のようだ。ちなみに、キュヴェ名のヴァン・ド・カヴだが、ドメーヌのカーヴで造られたワインと
いう意味と、KAVカリーム・ヴィオネの省略名を掛けている。

AC シェナ2014（⾚）
カリームが新しくリリースするワイン︕シェナは、⼀般的に⼒強さとフィネスを兼ね備えたワインと⾔

われるが、カリームのシェナは限りなくエレガント︕畑はシェナでもムーラン・ナ・ヴァン寄りの標⾼の低
い所にあり、ブドウは早熟。カリーム⽈く、畑はシルーブル同様に⼟壌は浅く、地中すぐ底に花崗岩の硬
い岩盤プレートがあり、ブドウの根は岩盤の表層を這うように伸びるため、ブドウの熟しが早く、果実味
がピュアで早くから美味しく飲めるワインに仕上がるそうだ︕

AC ムーラン・ナ・ヴァン2012（⾚）
2012 年は収量的にはとても厳しい年だった。だが、ワインの品質的には、前年よりもエレガントでスト

ラクチャーがはっきりしている︕アルコールのボリュームに対する果実味とミネラルのバランスが良く、
味わいにフィネスを感じる︕ガメイなのに、どこかローヌのエレガントなグルナッシュを彷彿させる︕⾹
りを開かせるためにカラフすることをおススメ︕

ミレジム情報 当主「カリーム・ヴィオネ」のコメント
2012 年は、2⽉中旬と 5⽉初めに霜が下り、特に 2⽉の霜は最低気温がマイナス 15℃前後と近年にない
寒さを記録した。その影響でブドウの樹の⼀部樹幹が壊死するなど波乱含みのスタートだった。その後も 4
⽉から毎週のように⾬が降り、気温の上がらない不安定な天候が 7⽉いっぱいまで続いた。湿度の⾼い天候
は、ミルデューをはじめオイディオム、⿊痘病など様々な病気を誘発し、畑全体に猛威を振るった。この時
点で収量は 60%減。だが、8⽉から⼀転、気温が 30度を超える暑さが続き、病気にやられたブドウは乾い
て落ち、収穫時は健全なブドウだけが残った。
2014 年は、2012 年 2013 年と打って変わってスタートが良く、まるで⻑く凶作に押しつぶされていたエ
ネルギーが⼀気に反発したかのようにブドウが成⻑した。開花も全て順調に終わり、成⻑サイクルとしては
収穫の早かった2011年を彷彿させた。だが、7⽉後半に⼊り⼀転、⾬が多く気温の上がらない不安定な天気
が続き、ブドウの成熟にブレーキがかかった。⼀時は去年や⼀昨年のよりも不作なのでは︕︖という⼼配も
あったが、9⽉に⼊り⼀転天候が回復。ブドウは腐敗を最⼩限にとどめ、成⻑の遅れを⼀気に取り戻した。



「ヨシ」のつ・ぶ・や・き
今年に⼊り 3年連続不作により資⾦難となり、個⼈⺠事再⽣を申請し、何とか試練を乗り越えているカリ
ーム。「作業中正直何度も⼼が折れそうになった」と語る彼だが、唯⼀の⽀えとなったのは、彼のワインを
⼼待ちにするファンたちだった。彼⽈く「最初、個⼈⺠事再⽣を申請した時は、『ヴィニョロンを辞めて昔
のようにパン職⼈に戻ろうかな』なんて考えたりもした。だが、⽪⾁なことに⺠事再⽣後は、好景気がおと
ずれたように新しいオーダーがどんどん⼊ってくるようになった。さらにブラジルの個⼈のクライアントが
できたワインと引き換えに無利⼦で融資してくれたりと、まだまだ⾃分はヴィニョロンとして必要とされて
いる実感がわいてきた︕」と。
だが、そんな⽮先の 9⽉に最愛の⽗が他界した。「この時は、さすがに⼈⽣どうでも良いという投げやり
な気持ちになった…」と語るカリーム。収穫の直前だというのに、まるで魂が抜けたように三⽇三晩ボーっ
とし続けたそうだ。だが、そんな時に届いた⼀枚のオーダーが、彼を奮い⽴たせるきっかけとなったようだ
…。そう、そのオーダーとは⽇本から届いたボジョレー・ヌーヴォーのオーダーである︕「⾃分がドメーヌ
を⽴ち上げるきっかけを作ってくれたのは⽇本。遠くで待っている⽇本のワインファンたちのために頑張ら
なくては︕」と、その瞬間からもやもや感が⼀気に吹っ⾶び、無我夢中で収穫と仕込みに取り組んだようだ。
「ドメーヌ⽴ち上げのきっかけと、今回の件と 2回⽇本に助けられた︕」と⽇本のファンに感謝の意を表
すカリーム。いつか必ずファンへの恩返しのために来⽇したいと熱く語ってくれた。

（2015.9.11.ドメーヌ突撃訪問より）


